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□光洋ファスナー株式会社□
本　社：東京都大田区矢口淹Z淹渊Z淹濤
電　話：濤渕Z渕淦涵淆Z濤渕淇涅
代表者：代表取締役社長　高橋　秀年（たか
はし　ひでとし）
　当社はブラインドタイプの

リベットとして新しい商品を

世に出してから、あらゆる市

場への用途を提案し、国内及

び海外への展開を図って参り

ました。

　その独創性や斬新性から高い評価をいただ

いており、「ファスナーの光洋」として発展

してまいりました。

　近年は、プラスチック応用部品へと商品を

拡充しております。

　これからも独創技術による商品開発でユー

ザーの期待に応える「技術立社」をめざして

参ります。

　今後とも会員の皆様のご指導、ご鞭撻をよ

ろしくお願いいたします。

□株式会社東京ディップ□
本　社：東京都大田区西六郷淹Z渊涅Z涵
電　話：濤渕Z渕淦渕淇Z淹淦淹涅
代表者：取締役会長　南尾　剛史（みなみお
　たけし）
　当社は、DIPPING（PVC、
シリコン、アクリル）の専業

企業で、家電、車及び雑貨等

の業界に幅広く貢献しており

ます。

　DIP製品は手軽に試作でき
るメリットを活かしつつ、高品質の製品を提

供出来る様、研究、努力を重ねております。

　当社、秦野工場はゴルフ場を近隣に有し、

ゴルフ場が数場見える、非常に環境の整った

場所に位置しております。

　仕事、ゴルフ等で、お近くに見えた時には、

是非、お立ち寄り頂けます様、お願い申し上

げます。

□フジサワテクノス株式会社□
本　社：愛媛県松山市北土居涵Z淦Z涵
電　話：濤涸淆Z淆濤涵Z淦濤濤涅
代表者：代表取締役　藤澤　
正治（ふじさわ　まさはる）
　弊社は、坂の上の雲の舞台

・四国松山で商社をさせて頂

いております。

　商品は各種コネクタから各

種センサ、工業計器、電気機器まで幅広く取

り扱っております。

　お客様の安心、安全をモットーに地域産業

の発展のお役に立てるよう、頑張らせて頂い

ております。

　常にお客様の視点に立ち、協力企業という

意識で、設計、開発段階からの積極的な提案

営業に取り組んでおります。

　ぜひ、四国の事であれば、何なりとご相談

頂ければと思います。

　また、松山の観光案内につきましては、松

山観光文化コンシェルジュ中級認定者藤澤が

担当させて頂きます。

　最後に、日本配線資材工業会の益々のご発

展をお祈り申し上げます。

□株式会社進電□
本　社：福岡県福岡市南区那の川涅Z渕Z渕
電　話：濤淆淹Z涵淹涵Z涅涅涸涅
代表者：代表取締役　近藤　義隆（こんどう
　よしたか）
　当社は、涅淆淇淇年の設立以来、
堅実経営と誠実な仕事の継続

をモットーにエレクトロニク

スの進化と共にニーズに合致

した製品、サービスを提供す

ることで多くのお取引様に愛

されて歩んで参りました。この度は縁ありま

して当会へ入会させて戴くことになりまし

た。

　これを機に配線資材、副資材の重要性と付

加価値を再認識し、当会員様の商材拡販に努

めて参りますのでご指導ご鞭撻を宜しくお願

い申し上げます。

　なお、当社は北部九州を中心に九州一円約

涵濤濤社のお客様と取引をさせて頂いておりま
すので、新商材や情報のご提供を宜しくお願

い致します。

　また、仕事に限らず博多に出張でお越しの

際や九州最大の繁華街「中洲」に行ってみた

い等のご要望がございましたら、お気軽にご

連絡下さい。

□横山化成株式会社□
本　社：奈良県生駒郡斑鳩町幸町淹Z渕Z淹涸
電　話：濤淦渊涵Z淦渊Z渕涅淇涵
代表者：代表取締役　横山　幸造（よこやま
　こうぞう）
　EＹＫチューブFでご愛顧

いただいております弊社は、

昭和渊淇年、奈良県王寺町に横
山化成工業所を設立し、主に

絶縁、保護用ビニールチュー

ブの製造販売を開始。

　その後、品質向上と在庫体制強化のため、

法隆寺所在の斑鳩町に本社工場を移転、横山

化成株式会社を設立。

　平成涅涵年１月から販売品は環境に配慮し、
全品RoHS対応品に切り替え、その後ノンハ
ロゲンチューブの生産も開始しました。

　これからも今まで以上に高品質で安心安全

な製品づくりを目指していきますので、どう

ぞよろしくお願い申し上げます。

□株式会社エレナ□
本　社：東京都葛飾区立石淇Z渕涵Z涅淇
電　話：濤渕Z涵淇淦涅Z渕涸涵涸
代表者：代表取締役　三川　耕作（みかわ　
こうさく）
　映画『男はつらいよ』の舞

台柴又からほど近い、京成青

砥駅近くに現場を構え、私た

ちは、圧接・圧着・半田付け

などを中心としたワイヤーハ

ーネス加工と、広く商業印刷

全般を扱っています。

　ワイヤーハーネス加工は電気設備、建設、

建機、放送通信機器、OA機器、医療機器、
産業機器、アミューズメントなど各分野に対

応すべく、各種コネクタ、線材を取り扱って

おり、お客様のご要望にあわせた、最適なご

提案を自負しております。

　独自のネットワークを駆使し、ワイヤーハ

ーネスのみならず、各種機構部品・半導体な

ども取り扱いしています。

　また、【ECO 】（Elena Connector Onlines
tore）と名付けたインターネットショップに
て、各種コネクタ等販売しております。

　なかでも、日本エイ・ヴィー・シー代理店

として、水・塵・油を完全遮断、電子部品を

保護するケーブルグランド【SUPER-GLAN
D】の品ぞろえを充実させています。また、
少ロット対応可能なGUCF社製のACアダプ
ター、オープンフレーム電源では同社と協力

し、迅速な対応でお応えしています。

　商業印刷分野は、電子部品業界でのノウハ

ウを活かしたご提案で、お客様の専門性を最

大限アピールすることを目指して取り組んで

います。名刺、チラシ、カタログ、パンフ、P
OPはもちろん、シール・ラベルも得意にし
ています。

　四季折々、豊かな表情を見せる京成沿線に

お越しの際は、ぜひお立ち寄りください。お

待ちしています。

□コウノハイテック株式会社□
住所：香川県高松市鬼無町藤井渊渕涅Z１
電話：濤涸淦Z涸涸涅Z淦涅涅涅
代表者：取締役社長　河野　恭志（こうの　
やすし）
　当社は昭和涵涅年に、制御・
電子部品の専門商社として発

足し、地元四国を中心に活動

を行っております。　

　私共が創業以来目指すもの

は、会社の繁栄を通じて社会

に貢献し豊かさをお届けする事です。

　この度貴会に入会させて頂いた事により、

今まで足りなかった配線資材の分野も強化し

て行きたいと思っております。これからも変

わらぬご指導ご鞭撻をよろしくお願い致しま

す。

　また、現在地元香川県では「瀬戸内国際芸

術祭淹濤涅渕」が開催されています。こちらは、
美しい瀬戸内海の島々を舞台に３年に一度開

催される現代アートの祭典です。

　今回は涅涅月４日まで開催されていますの
で、お近くに来られた際には是非お立ち寄り

下さい。
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承
認
し
た
盜
今
年
発
足
５
周
年
を
迎
え
る
工
業
会
は
欷

配
線
資
材
業
界
の
発
展
へ
事
業
活
動
を
強
化
す
る
盜

親睦を深め合った賀詞交
歓会殕と紹介された青年
部会の会員

岡野和宏会長

　
日
本
配
線
資
材
工
業
会
は

次
世
代
の
人
材
育
成
へ
青
年

部
会
を
設
置
欷
会
長
に
森
宮

電
機
社
長
の
岡
野
和
宏
氏
が

就
任
し
た
盜
岡
野
氏
は
８
年

前
に
熨
歳
の
若
さ
で
経
営
を

一
切
任
さ
れ
欷
リ
欟
マ
ン
シ

欖
蘖
ク
を
経
験
し
た
盜
会
社

設
立
燎
周
年
に
向
け
て
目
標

に
邁
進
す
る
日
々
で
あ
る

が
欷
青
年
部
会
は
人
と
人
と

の
ネ
蘖
ト
ワ
欟
ク
だ
と
リ
欟

ダ
欟
と
し
て
の
抱
負
を
語

る
盜
配
線
資
材
業
界
の
成
長

に
欠
か
せ
ぬ
人
材
を
工
業
会

は
得
た
盜

◇
　
　
　
◇

　

新
設
の
青
年
部
会
会

長
に
就
か
れ
ま
し
た

　
岡
野
会
長
　
青
年
部
会
メ

ン
バ
欟
の
中
で
最
年
長
だ
か

ら
と
仰
せ
つ
か
檸
た
盜
日
本

配
線
資
材
工
業
会
は
メ
欟
カ

欟
欷
商
社
が
参
加
す
る
製
販

団
体
と
い
う
珍
し
い
欷
数
少

な
い
団
体
構
成
で
あ
る
盜
現

在
の
工
業
会
役
員
の
方
々

は
欷
お
互
い
励
ま
し
合
え
る

仲
間
の
よ
う
で
欷
本
当
に
素

晴
ら
し
い
盜
青
年
部
会
も
商

売
を
超
え
た
つ
な
が
り
を
持

ち
た
い
盜
今
ま
で
面
識
の
な

い
メ
ン
バ
欟
な
の
で
欷
こ
れ

か
ら
絆
を
ど
う
作
る
か
欷
試

行
錯
誤
し
な
が
ら
ま
と
め
て

い
き
た
い
盜

　

会
社
経
営
で
学
ん
だ

こ
と
は

　
岡
野
会
長
　
先
代
社
長
か

ら
欷
一
言
代
わ
檸
て
く
れ
と

い
わ
れ
た
盜
入
社
烱
年
目
の

熨
歳
の
と
き
に
社
長
に
就

き
欷
今
年
４
月
で
８
年
目
に

入
る
盜
妻
が
先
代
の
娘
な
の

で
欷
そ
の
時
期
が
来
た
と
思

檸
た
盜
先
代
と
は
人
と
し
て

こ
う
あ
る
べ
き
と
い
檸
た
話

は
し
た
が
欷
会
社
の
こ
と
は

解
檸
て
い
る
よ
な
と
言
わ

れ
欷
そ
の
後
欷
経
営
に
口
を

挟
ま
な
い
盜
今
に
思
え
ば
欷

自
分
で
判
断
し
決
断
す
る
こ

と
の
重
要
さ
を
態
度
で
教
え

て
く
れ
た
わ
け
で
欷
感
謝
し

て
い
る
盜

　

景
気
が
激
動
す
る
中

で
の
バ
ト
ン
タ
蘖
チ
で
す

　
岡
野
会
長
　
社
長
に
な
る

ま
で
は
欷
管
理
部
門
し
か
経

験
し
て
い
な
い
盜
そ
れ
か
ら

は
欷
お
客
様
訪
問
を
続
け
た

が
欷
外
に
出
て
い
ろ
い
ろ
な

経
営
者
と
お
会
い
で
き
る
こ

と
が
勉
強
に
な
檸
た
盜
現
在

も
管
理
と
営
業
を
半
々
に
し

て
お
客
様
を
回
檸
て
い
る
盜

新
し
い
こ
と
に
出
会
え
欷
刺

激
を
頂
い
て
い
る
盜

　

リ
欟
マ
ン
シ
欖
蘖
ク

を
経
験
さ
れ
ま
し
た

　
岡
野
会
長
　
先
代
社
長
は

年
に
１
殳
２
回
し
か
会
社
に

来
ら
れ
な
い
盜
よ
ほ
ど
の
こ

と
が
あ
れ
ば
ご
自
宅
を
訪
問

す
る
が
欷
完
全
に
任
さ
れ
て

い
る
の
で
欷
リ
欟
マ
ン
シ
欖

蘖
ク
の
と
き
に
欷
自
分
の
判

断
で
全
て
や
る
気
持
ち
に
な

檸
た
盜
社
長
に
就
い
て
３
年

目
に
遇
檸
た
不
況
だ
が
欷
自

分
の
力
で
実
行
し
乗
り
切
檸

た
盜
こ
の
苦
労
は
二
度
と
経

験
は
し
た
く
な
い
が
欷
自
分

を
育
て
る
う
え
で
良
か
檸
た

と
も
思
う
盜

　

社
長
に
就
任
さ
れ
て

か
ら
環
境
カ
ン
パ
ニ
欟
を
標

榜
さ
れ
て
い
る

　
岡
野
会
長
　
エ
レ
ク
ト
ロ

ニ
ク
ス
産
業
と
環
境
社
会
の

融
合
化
へ
欷
当
社
は
環
境
を

重
視
し
た
経
営
を
目
指
し
て

い
る
盜
社
長
に
な
檸
て
欷
国

際
環
境
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
Ｉ
Ｓ

Ｏ
１
４
０
０
１
を
取
得
し
欷

ア
イ
ド
リ
ン
グ
ス
ト
蘖
プ
宣

言
や
分
別
回
収
な
ど
を
実
施

し
て
い
る
盜
ま
た
欷
お
客
様

に
対
し
て
は
欷
地
球
資
源
を

無
駄
に
し
な
い
製
品
の
提
供

や
環
境
に
配
慮
し
た
配
線
欷

Ｅ
Ｍ
Ｉ
対
策
設
計
の
サ
ポ
欟

ト
で
ト
欟
タ
ル
コ
ス
ト
削
減

を
ご
提
案
す
る
な
ど
欹
森
宮

エ
コ
ソ
リ
欒
欟
シ
欖
ン
ズ
飮

を
提
唱
し
て
い
る
盜
自
社
ブ

ラ
ン
ド
品
は
調
達
か
ら
生

産
欷
出
荷
欷
廃
棄
ま
で
を
視

野
に
展
開
し
て
い
る
が
欷
自

社
ブ
ラ
ン
ド
品
の
売
り
上
げ

を
増
や
し
て
い
き
た
い
盜

　

会
社
の
夢
は

　
岡
野
会
長
　
環
境
カ
ン
パ

ニ
欟
と
し
て
欷
今
後
も
エ
コ

ロ
ジ
欟
活
動
を
行
檸
て
い

く
盜
ま
た
欷
今
年
熹
周
年
に

な
る
が
欷
燎
周
年
に
は
自
社

ビ
ル
の
建
て
替
え
を
計
画
し

て
い
る
盜
そ
の
た
め
欷
一
歩

一
歩
前
進
し
て
い
き
た
い
盜

　
総
会
開
会
の
冒
頭
に
欷
嬾

橋
会
長
が
欹
業
界
も
新
分
野

へ
の
進
出
や
新
規
事
業
の
展

開
な
ど
攻
め
の
姿
勢
に
転
じ

て
欷
景
気
悪
化
の
閉
塞
感
か

ら
脱
皮
す
る
と
き
で
あ
る
盜

会
員
企
業
が
競
争
力
を
高
め

る
必
要
が
あ
る
盜
牴
社
歉
４

月
現
在
犁
社
に
増
加
歐
の
会

員
企
業
の
経
営
に
貢
献
で
き

る
組
織
と
し
て
の
役
割
を
達

成
し
た
い
飮
と
あ
い
さ
つ
盜

　
こ
の
あ
と
欷
第
１
号
議
案

平
成
烝
年
度
事
業
報
告
欷
第

２
号
議
案
平
成
烝
年
度
収
支

決
算
報
告
欷
第
３
号
議
案
平

成
烙
年
度
事
業
計
画
案
欷
第

４
号
平
成
烙
年
度
収
支
予
算

案
を
満
場
一
致
で
承
認
盜

　
今
年
度
事
業
計
画
は
欷

欹
設
立
５
周
年
の
節
目
を
迎

え
欷
今
後
は
よ
り
一
層
組
織

の
強
化
を
図
り
会
員
数
牴
社

を
擁
す
る
業
界
唯
一
の
交
流

団
体
と
し
て
欷
歡
会
員
の
会

員
に
よ
る
会
員
の
た
め
の
工

業
会
歸
と
い
う
基
本
理
念
の

も
と
欷
会
員
企
業
の
情
報
交

流
の
場
を
築
き
欷
経
営
に
貢

献
で
き
る
組
織
と
し
て
の
役

割
を
達
成
し
て
い
く
飮
と
し

て
欷
事
業
を
策
定
し
た
盜

　
事
業
計
画
は
次
の
通
り
盜

　
機
会
報
の
充
実
‖
会
員
間

の
情
報
交
流
と
会
員
会
社
の

広
報
に
役
立
て
欷
配
線
資
材

工
業
会
を
ア
ピ
欟
ル
す
る
盜

　
帰
ホ
欟
ム
ペ
欟
ジ
の
充
実

‖
全
面
リ
ニ
欒
欟
ア
ル
し
て

会
員
間
の
情
報
ツ
欟
ル
と
し

て
の
活
用
を
強
化
す
る
盜

　
毅
青
年
部
会
‖
青
年
部
会

の
活
動
を
強
化
し
欷
交
流
と

研
鑽
に
努
め
る
盜

　
気
セ
ミ
ナ
欟
・
勉
強
会
‖

開
催
を
検
討
す
る
盜

　
汽
西
日
本
地
区
の
部
会
を

設
立
‖
西
日
本
地
区
の
部
会

を
設
立
し
欷
会
員
間
の
交
流

を
促
進
す
る
盜

　
畿
会
員
数
１
０
０
社
目
指

す
‖
配
線
資
材
工
業
会
に
会

員
増
強
活
動
チ
欟
ム
を
設
置

し
て
欷
会
員
増
強
運
動
を
展

開
す
る
盜

　
総
会
終
了
後
欷
賀
詞
交
歓

会
を
開
催
し
た
盜

　
関
谷
昭
憲
顧
問
の
ユ
欟
モ

ア
溢
れ
る
あ
い
さ
つ
で
会
場

は
一
気
に
雰
囲
気
が
和
ら
ぎ

盛
り
上
が
檸
た
盜
ま
た
欷
新

入
会
会
員
３
社
も
出
席
し

て
欷
河
野
恭
志
コ
ウ
ノ
ハ
イ

テ
蘖
ク
社
長
が
高
松
市
か
ら

駆
け
つ
け
た
こ
と
を
語
る

と
欷
会
員
か
ら
歓
迎
の
拍
手

が
起
こ
檸
た
盜
景
気
先
行
き

の
期
待
感
も
あ
檸
て
欷
あ
ち

こ
ち
で
名
刺
交
換
や
会
話
が

弾
ん
で
い
た
盜

あいさつする
関谷顧問



横山化成株式会社

ファスコ株式会社

ヘラマンタイトン株式会社

森宮電機株式会社

新田電材株式会社

日本エイ・ヴィー・シー株式会社

株式会社ヒダカ電材
株式会社マルタカ電器

　

事
務
所
移
転

　

会
社
人
事

ムツミ金属工業株式会社

（２）

◆役職：専務取締役
◆名前：横山　寛（よこやま　ひろし）
◆年齢：淹淇歳

　私のモットーは「出会いは

成長の種」です。この会で色

々な方と出会い、刺激され、

成長できたらと思います。

　未熟な私ですが、どうぞ宜

しくお願い致します。

◆役職：商品部ゼネラルマネージャー

◆名前：関　智見（せき　ともみ）

◆年齢：渊淦歳

　配線資材メーカーで新商品

開発の仕事をしています。若

い力で配線資材業界を盛り上

げていきたいと思います。趣

味はゴルフとテニスです。

◆役職：代表取締役

◆名前：岡野　和宏（おかの　かずひろ）

◆年齢：渊淆歳

　森宮電機株式会社の二代目

として８年になります。

　ＪＷＡＡがより業界の交流

の場となりますよう努力させ

ていただきます。ゴルフ好き

ですのでお誘いください。

◆役職：営業部課長

◆名前：仁木　昌孝（にき　まさたか）

◆年齢：渊涵歳

　この様な会に参加させて頂

くのは、初めてなので、分か

らない事が多々有ります。青

年部会の方々と意見、情報を

出し合いＪＷＡＡの発展の為

に努力したいと思います。

◆役職：取締役　副社長
◆名前：新田　新治郎（にった　しんじろう）
◆年齢：渕淦歳

　青年部会参加にあたり、幹

事を任命され御迷惑をお掛け

する事もあるかと思います

が、皆様と力を合わせて発足

したばかりの青年部会を作っ

ていきたいと思います。

　よろしくお願いします。

◆役職：専務取締役
◆名前：鎌倉　剛（かまくら　つよし）
◆年齢：渕涸歳

　Aclass＋Victory＋Champi
onYＡＶＣでございます。
　業界を盛り上げ、皆さまと

共に勝ち続ける為に、新鮮な

アイデア・サービスをご提案

致します。

　今後とも何卒宜しくお願い致します。

◆役職：営業部長
◆名前：西村　広生（にしむら　ひろお）
◆年齢：満渊濤歳（涅淆淦淹年涅淹月淹淆日生まれ）

　この度、配線資材工業会青

年部会に参加させて頂きまし

た、ヒダカ電材の西村と申し

ます。趣味はゴルフ、スキー、

スポーツ観戦です（体を動か

すのが趣味？）。

　公言するような信条ではありませんが、人

様に迷惑をかけないように、そして人の役に

立つように日々仕事をしております。

　青年部会を通して、何かしら発信し、業界

が益々発展していくように、微力ながら貢献

出来ればと考えております。どうぞ宜しくお

願い致します。

◆役職：代表取締役
◆名前：高橋　康幸（たかはし　やすゆき）

歉
平
成
烝
年
瀾
月
よ
り
平
成
烙
年
４
月
ま
で
の

期
間
歐

歇
協
立
電
業
鯨
歃
本
社
ビ
ル
完
成
座
新
住
所
‖

東
京
都
立
川
市
柴
崎
町
三
丁
目
９
番
５
号
▽
本

社
代
表
電
話
０
４
２
｜
５
４
８
｜
８
８
８
１
欷

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
４
２
｜
５
４
８
｜
９
１
０
１
盜

歇
エ
ス
ジ
欟
工
業
鯨
歃
大
阪
営
業
所
移
転
座
新

住
所
‖
大
阪
府
東
大
阪
市
横
枕
西
瀲
¥
炳
▽
電

話
０
７
２
｜
９
６
６
｜
０
４
６
１
欷
Ｆ
Ａ
Ｘ
０

７
２
｜
９
６
６
｜
０
４
６
０
盜
　

歇
鯨
カ
メ
ダ
デ
ン
キ
歃
平
成
烝
年
瀾
月
烱
日
付
欷

代
表
取
締
役
社
長
の
亀
田
喜
一
氏
が
代
表
取
締

役
会
長
に
欷
後
任
に
亀
田
光
郎
氏
が
就
任
し
ま

し
た
盜

歇
三
和
電
材
鯨
歃
平
成
烝
年
瀲
月
付
欷
代
表
取

締
役
社
長
能
島
保
明
氏
が
相
談
役
に
欷
後
任
に

代
表
取
締
役
専
務
能
島
康
秀
氏
が
就
任
し
ま
し

た
盜
ま
た
欷
専
務
取
締
役
に
は
能
島
宏
明
氏
が

就
任
し
ま
し
た
盜

歇
北
九
州
興
産
鯨
歃
平
成
烝
年
灑
月
付
欷
代
表

取
締
役
社
長
井
上
浩
司
氏
が
代
表
取
締
役
会
長

に
欷
後
任
に
小
原
敬
介
氏
が
就
任
し
ま
し
た
盜

歇
エ
ブ
リ
檪
デ
ニ
ソ
ン
　
オ
欟
バ
欟
シ
欟
ズ
コ

欟
ポ
レ
欟
シ
欖
ン
歃
平
成
烙
年
１
月
付
欷
日
本

代
表
ジ
櫪
ネ
ラ
ル
マ
ネ
欟
ジ
櫺
欟
の
武
田
尚
三

氏
が
退
職
し
ま
し
た
盜
後
任
に
は
窪
田
真
輔
氏

が
就
任
し
ま
し
た
盜

歇
鯨
ダ
イ
ジ
歃
平
成
烙
年
１
月
付
欷
代
表
取
締

役
社
長
大
慈
利
政
氏
が
取
締
役
に
欷
後
任
に
大

慈
宗
祐
氏
が
就
任
し
ま
し
た
盜

◆役職：代表取締役
◆名前：嬾橋　亮之（たかはし　あきゆき）
◆年齢：渕淇歳

　市場に出回る商品は、開発サイクルが以前
の数年に１度から、今では毎年、更には半年
に１回のペースまで早められています。ハイ
スピードで変化する情報やニーズに対応しな
ければ、ビジネスとして生き残ってはいけま
せん。我々の電材業界でも商品はもとより、
生産における調達から販売までのプライオリ
ティの見直しや、リスクマネジメントなどを
日々変化させ、対応していかなくてならない
と考えます。そのためには、
確かな情報や新たな知識など
が必要になってくることと予
想される中で、ＪＷＡＡ青年
部会での活動により、皆様の
お役に立つよう日々精進して
参りたい。

ＪＷＡＡ青年部会メンバー　青年委員会は「青年部会」に名称変更しました　　　　

株式会社ケー・シー・シー商会

三和電材株式会社

株式会社進電

東北東技株式会社

株式会社東名ヒューズ

株式会社名取製作所

株式会社セフティデンキ

株式会社ダイジ

東海端子株式会社

（３）

◆役職：営業課長

◆名前：近藤　隆哉（こんどう　たかや）

◆年齢：涅淆淦淆年９月４日生まれ　渕渕歳

　当会員様との交流を通し

て、配線資材の知識向上と

自己スキルアップに努めて

参ります。

◆役職：代表取締役社長

◆名前：姫野　泰宏（ひめの　やすひろ）

◆年齢：渕涸歳

　まだまだ業界経験の浅い

若輩ですが、いろいろと交

流を深めて行きたいと思い

ますのでよろしくお願いし

ます。

　趣味は読書と美味しいも

のを食べる事です。

◆役職：専務取締役

◆名前：能島　宏明（のうじま　ひろあき）

◆年齢：渕淦歳

　同世代で、情報交換がで

きるこの会を、大変有意義

に感じております。

　微力ながら、会の発展、

向上に努めて参ります。

　宜しくお願い致します。

◆役職：専務取締役

◆名前：須藤　展光（すとう　のぶみつ）

◆年齢：渕涸歳

　良き仲間、良きライバル

として共に切磋琢磨し修養

したいと思います。

　趣味：飛ばし屋だけの下

手なゴルフ、野球観戦ロッ

テファン一筋渕濤余年。
　信条：変化のないところに進歩なし。

◆役職：営業

◆名前：加藤　康平（かとう　こうへい）

◆年齢：涅淆涸淹年５月淹渊日生まれ　渕濤歳

　青年部会で先輩方から色

々と学べる機会を頂けるこ

とに大変嬉しく思っていま

す。

　感動することで、まわり

と仲良く楽しく素晴らし

く、をモットーに何事も楽しみます。

◆役職：東京営業所所長

◆名前：酒井　祐一（さかい　ゆういち）

◆年齢：渕淆歳

　静岡県生まれ、既婚・息

子１人（小学６年）。

　学生時代、剣道部恩師に

言われた『何事もコツコツ

がコツ』が信条でございま

す。

　今後ともどうぞ宜しくお願い致します。

◆役職：代表取締役

◆名前：大慈　宗祐（だいじ　そうすけ）

◆年齢：渕淦歳

　まだまだ未熟者でござい

ますので、お役に立てるか

分かりませんが、ご指導ご

鞭撻を頂きますようお願い

申し上げます。

◆役職：取締役社長室長

◆名前：嬾橋　理昌（たかはし　まさあき）

◆年齢：渊濤歳

　発足間もない青年部会の

やるべきこと、方向性の骨

組みを決めていくことが必

要になってくるので、微力

ながらそのお手伝いをさせ

て頂きたく思っておりま

す。継続は力なりを信条に、皆様と協力して

会を盛り上げていきたく思っております。

◆役職：代表取締役

◆名前：芹澤　唯晶（せりざわ　ただあき）

◆年齢：渊涵歳

　好きな言葉は「外柔内剛」

です。若輩者ではあります

が、次世代組の一員として

当会を盛り上げていきたい

と思っておりますので、宜

しくお願い致します。

【役員構成】　会長：岡野和宏　副会長：関智見
幹事：嬾橋理昌・新田新治郎・能島宏明・嬾橋亮之
顧問：松本年生ＪＷＡＡ副会長　事務局：鈴木孝雄


